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一、

ﾝ
勲
章
折
隣
学
ム
鷲
公
開
講
演
会
記
事
　
昭
漁
囲
十
一
二
年
十
一
月
二
日
午
後
一
晴
半
よ
り
｛
疋
例
の
｛
山
都
折
留
学
A
苔
公
開
腎
癌
摂
会
が
（
｛
靴
敷
大
学
教
授
）

講
書
晶
氏
（
「
無
か
ら
の
創
造
1
を
の
解
釈
と
意
義
…
」
）
、
　
（
京
都
大
学
助
教
授
）
梶
山
雄
　
氏
（
「
仏
教
に
於
け
る
腿
想
と
哲
学
」
）
を
講
師
に
迎

え
て
法
経
第
七
講
義
室
で
開
催
さ
れ
た
。
引
き
続
い
て
楽
友
会
館
に
於
け
る
懇
親
会
が
講
演
内
容
の
一
々
に
関
し
て
鋭
い
質
問
と
穏
か
な
応
答
と
の
歓

談
誼
遙
裡
に
行
な
わ
れ
た
。
尚
近
々
本
誌
上
に
両
講
演
は
発
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

一
、
西
田
幾
多
郎
博
士
記
念
講
演
会
記
事
　
昭
和
脳
十
三
年
十
｝
月
十
六
臼
午
後
一
晴
半
よ
り
文
学
部
第
一
講
義
室
に
於
て
（
奈
良
教
育
大
学
教

授
）
阿
部
正
雄
氏
）
「
西
濁
哲
学
に
於
け
る
場
所
の
思
想
に
つ
い
て
」
）
、
（
学
士
院
会
員
・
大
手
前
女
子
大
学
教
授
）
三
宅
剛
一
氏
（
「
繭
霞
哲
学
に
於
け

る
『
作
る
も
の
』
と
『
人
格
セ
）
を
講
師
に
迎
え
て
寸
心
会
定
例
の
酋
繊
幾
多
郎
博
士
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。
講
演
後
三
高
会
館
に
て
懇
親
会

が
入
晴
す
ぎ
迄
行
な
わ
れ
た
。

～、

｡
羅
行
な
わ
れ
ま
し
た
霞
本
学
術
会
議
第
八
期
会
員
選
挙
に
あ
た
り
、
本
会
よ
り
推
薦
い
た
し
ま
し
た
本
会
委
員
（
京
都
大
学
文
学
部
長
）
井
島

勉
氏
は
近
畿
地
方
区
か
ら
当
選
さ
れ
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。


